
滋賀短期⼤学卒業⽣アンケート調査（報告：キャリア⽀援課）   

平成 29.3 卒業⽣対象 
Ⅰ.調査の概要 
 １．調査の⽬的 
 「滋賀短期⼤学卒業⽣アンケート（以下「本アンケート」と表記する）では、企業（園・

施設等）が求める能⼒についての⾃信の有無、それらの能⼒が仕事に必要と感じているか
を確認することを⽬的とした。 

 
 ２．調査の対象 
  本アンケートは、平成２８年度卒業⽣ 263 名に送付し、栄養⼠、製菓マイスター、企

業、幼稚園･保育園の４つの職種を対象に調査を実施した。そのうち 30 件（栄養⼠ 5 件、
製菓マイスター1 件、企業 14 件、幼稚園・保育園 10 件）の回答があった。 

 
 ３．調査時期 
  令和 3 年１⽉ 13 ⽇（⽔）発送 
  令和 3 年 2 ⽉末⽇ 回答締切 
 
Ⅱ．調査の結果報告 
 １．あなた⾃⾝による⾃⼰評価 
  実際に勤務を経験してみて、企業等が求める能⼒について⾃⼰評価してもらった。職種

によって項⽬が異なる部分がある為、職種毎にグラフを作成している。また、求められて
いる能⼒の中で、⾃信がある項⽬３つを選択させて、順位付けもさせた。 

            【あなた⾃⾝による⾃⼰評価】             栄養⼠ 対象 

  



            【あなた⾃⾝による⾃⼰評価】              企業 対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【あなた⾃⾝による⾃⼰評価】      幼稚園教諭・保育⼠ 対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どの職種も、「どちらともいえない」と「少し⾃信がある」との回答が多かった。栄養⼠
の献⽴作成能⼒・栄養⼠としての基礎的な調理能⼒・栄養指導や⾷育能⼒の３項⽬につい
ては、⾃信がないとの回答が⼤半を占めた。 



 ２．あなたが考える「仕事の必要性」について 
【あなたが考える仕事の必要性について】       栄養⼠ 対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【あなたが考える仕事の必要性について】        企業 対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【あなたが考える仕事の必要性について】  幼稚園教諭・保育⼠ 対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業等が求めている能⼒の必要性については、卒業⽣もその必要性を理解しているよ
うである。 

 
 
 ３．⾃信のある項⽬ベスト３ 

             【⾃信のある項⽬ベスト３】         栄養⼠ 対象 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



            【⾃信のある項⽬ベスト３】          企業 対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             【⾃信のある項⽬ベスト３】    幼稚園教諭・保育⼠ 対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

栄養⼠は誠実に仕事に取り組む姿勢、社会的マナー・スキル、企業ではｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能⼒、
責任感、幼教では社会的マナー・スキルといった項⽬が上位となった。 

 


